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閉じ込め等※︓
基本設計⽅針の設計⽅針の策定等
※閉込/廃棄/換気/貯蔵/搬送/閉込（SA)
※２︓共通１２からのフィードバック　上記関連条⽂耐震、外部衝撃

第2段※ ︓
基本設計⽅針等の設計⽅針の策定
※臨界/⽕災/遮蔽/警報

本⽂、MOXサンプル（資料１〜資料３）※
※MOXサンプル（グローブボックス（オープンポートボックス、フードを含む）の
設計説明分類）、再処理説明サンプル（設備改造）

閉じ込め※︓構造設計等
※閉込/廃棄/換気/貯蔵/搬送/閉込（SA)を主要条⽂とする設計説明分
類

第2段※︓構造設計等
※⽕災/警報を主要条⽂とする設計説明分類

溢⽔、SA︓
基本設計⽅針の設計⽅針の策定等

⻯巻

共通12（再処理関係） 再処理※　︓構造設計等
※溢⽔/SA/⻯巻を主要条⽂とする設計説明分類

【耐震関係】 耐震建物01
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設計コンセプト等の整理

△

□ △

△
設定根拠の添付書類等での整理⽅針
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２⽉、３⽉の審査会合での指摘等を踏まえ⻯巻防護対策設備の設計コンセ
プトを整理し、具体の設計を展開するために確認したい事項を⽰す。
➡共通認識を事前にもったうえで別紙１や共通１２にもっていくことを想定

２４⽇ ３１⽇

共通１２で具体の構造設計等を踏まえて設計⽅針にフィード
バックすべき事項（設計⽅針の追加、修正）を反映する
設定根拠については共通１２で具体の設計の根拠として説明し
たものの添付書類での説明展開の⽅針等について説明

□ △

MOXの００資料での実績を踏まえ設計⽅針の整
理等を⾏い、００資料を修正

００資料に⽰した計算結果等、関連する個別補⾜説明資料を合せて提⽰し、２
-２、３−１、３－２の⼀連の説明を実施

□ △
別紙２〜５

SAについては、⾻格となる３６条、対処条⽂の３９条、⽀援設備条⽂の４
４条を第１段として説明を実施、第２段としてそれ以外の条⽂を説明
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SA第２段

耐震建物０１で設⼯認での耐震設計の説明対象の網羅性、共通１２
との関係を説明
順次関連する個別補⾜説明資料の提出、説明
➡耐震関係の全体の進め⽅（⼊⼒地震動の策定の進め⽅との関係を
踏まえたもの）を検討要

SAを追加搬送を追加

今後の進め方 日本原燃株式会社
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